
Carbon 
Neutral

照明・空調

空調の消費電力削減 (Continewm, AI-Glise等)

I-RECの利用

エネルギーの効率化
(省エネ)

カーボンオフセット

利用する水を綺麗な状態に保ち、熱交換率の向上とメンテナンスを軽減

燃料に液化ガスを利用している際、電気を使って気化しているものを自然熱で行う

輸送削減
輸送の電化

従業員の送迎に使われる輸送車両のCO2排出量削減 (ミーホーク)

グリーンエネルギー
(再生エネルギー)

太陽光

カーボンクレジットの購入 (Verra等)

CO2排出量計算ツールやLCAツールの導入（Zeroboard, SimaPro, MiLCA, ECOAssist等）

＊企業における生産活動においてCO2排出分を排出権の購入や植樹などによって相殺し、実質的にゼロの状態にする
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PPAスキームの利用（初期投資不要で、発電分の一部をフィーとしてマネジメント会社に支払うモデル）

温室効果ガス排出量の見える化

電気の動力
（モーター・コンプレッ

サー等)

物流の効率化による輸送車のCO2排出量削減。
輸送の際の積載効率、ルート改善→ミルクランシステム

水銀灯等を含め施設内の照明すべてをLED化

蒸気(ボイラー)・熱

設備全般

エネルギー見える化
と運用ルール策定

エネルギーマネジメントシステムによる見える化 (H-NET等)

エネルギーマネジメントの社内ルール設定とモニタリングやナッジの活用 (エナッジ等)

インバーターエアコンの利用

ポンプ・ファン等、モーターを使う設備のモーターを高効率化(高効率モーター(IE3)) (*1)

コンプレッサー

工作機械で不必要に利用しているエネルギーの削減（成形機の過剰な型締めにかかる電力削減、生産していないとき
も工作機械をつけっぱなしにしていることによる電力消費の削減等を個別分析して対応）

燃料を環境負荷が少ないものに転換 (軽油→LPG→LNG)

コジェネで廃熱の有効活用

壊れている設備の修理（例えば、普段見えない箇所で配管が壊れていて、漏水しているが、そのために過剰な電力を
使ってポンプで水を送る必要が発生している等）

漏電探査(ほぼ100%どの工場でも見つかる)と電気配線修理

明らかに古い設備を交換する際、費用対効果が出るか論理的に算定・判断して実行

蓄電池の利用

植林・森林保護活動

CMD, JCM (2国間クレジット)の利用

ヒートポンプ(冷温同時取り出し・地中熱等)

CCS / CCUS (*)

カーボンリサイクル (化学品、メタン、バイオ燃料、ブルーカーボン等)
Utilization
有効利用

Storage
貯蔵

地中・海中に貯蔵

EV利用（バス、フォークリフト等も含む)

水素・窒素 水素・窒素をエネルギー元として利用

コンクリートに貯蔵

*Carbon dioxide Capture and Storage (CCS) /  Carbon dioxide Capture, Utilization and Storage (CCUS)

インバーター制御

エアーの必要量とスペックが合っているかを確認してスペックを見直し
（必要以上に作りすぎていないか？）

複数台のコンプレッサーを制御して出来るだけ少ない数で集中運転制御

増圧弁の圧縮空気ロスを削減、使用しないエアーを中間設備で貯蔵しない工夫

工場内のエアー漏れ箇所を無くす

クーリングタワー・チ
ラー

ポンプに使われるモーターの制御・省エネ

（チラー）空冷式から水冷式への変更

蒸気漏れ、長距離移動の際の熱量発散を防ぐ

補足資料 カーボンニュートラルを実現するための施策
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